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・海（干潟）やそこに生きる生き物を身近なものに感じ

ることで愛着をもつようになる。

・それぞれの生き物の役割などへの興味・関心を引き出

す。

・自然の営みを意識し、観察する意欲を生み出す。

・ゴミについて考える事で、環境問題を自分たちの問題

ととらえる視点を養う。

・地球規模の環境保護について考えるようになる。

・海(干潟)の清掃活動を行ないながら、見かけた生き

物をメモに取る。

・集めたゴミを種類別にデータにとる。

・見かけた生き物をカードに記入し、同じ種同士をま

とめてボードに貼る。

・講師がまず、ゴミの傾向について話す。(だれが、ど

のようにして出したゴミか、ゴミの環境への影響、

ゴミを減らす工夫等)

・その後、生き物について、ボードをみながら、気づ

いたことをみんなで話し合う。(何を食べているか、

どのように生活しているか、分布状況等)
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佐敷干潟と遊び学ぶしあわせまねきの会

〒901-1414　島尻郡佐敷町字津波古224　古謝方
Tel&Fax:098－947-6581

平田美智子　
瀬底あけみ

古謝　久子

■結成（設立）：2001年9月　

■会員数：45名　

■設立目的

栄養が豊富で波がおだやかな干潟は、稚魚や稚

貝を育てる海のゆりかごでもあり、渡り鳥の休

息地でもあります。浄化作用もあり、近年その

重要性が見なおされつつある干潟の一つ、佐敷

干潟にどんな生物がいて、どのように暮らして

いるのか、遊びながら学び、知り、守っていこ

う、と町内外の有志が集まって設立されました。

■主な活動内容

・干潟観察会（カニ・トカゲハゼ・鳥・貝など）

・干潟の写真展の開催・干潟クリーン活動・小

中学校で干潟を紹介・講演会・勉強会の開催・

コンサートの開催・ホームページの維持管理・

しあわせまねき便りの発行・その他干潟の保護

に関する事

○調整（日程及び人数）：30日前までに。(できれば60日前)

○事前学習必要の有無：有（ビーチあるいは干潟など、自分たちが行く場所にどんな生き物がいるのかインターネットや文献

などで調べておく）

○実施後のフォロー：プロジェクトの様子を写真にとっておき、生き物カードやゴミのデータとともに、展示する。(展示場所は

校内・あるいは校区内の公共的な場)

○その他：できれば１つの学校で何回か取り組み、その比較ができると面白い。当会は、佐敷干潟を中心に活動しているの

で、遠い場所(離島や北部)については、その場所に詳しい人を紹介する。(交通費別途必要)

■今年度の予算 

合計：85,000円

�【収入内訳】

�・年会費� 45,000円（@1000×45）

�・カンパ・寄付� 40,000円

�【支出内訳】

�・通信費� 20,000円（電話・切手）

�・印刷費� 10,000円（便り・パンフ）

�・保険料� 15,000円

�・諸会費� 15,000円　

�・講師謝礼・研修費�15,000円

�・雑費　　　　　　�10,000円

20名～40名 約90分 10,000円

60名～150名 約180分 40,000円

＊クラス単位で実施。現場までの移動往復は学校が行なう。
　清掃場所は相談の上、決定。

＊学年単位で2回に分けて実施する。1回めはプロジェクターを
　使ったレクチャーにあてる。


